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（World-Wide Opportunities on Organic Farms）を対象
に，以下の 3 点を明らかにし，WWOOF の仕組みが
地域の課題解決等に活かされる可能性や要点につ
いて提言する。 
1) 全国の WWOOF ホストを対象に，その「本業」
と「地域に資する活動（＝地域活動）」の概要，お















表 1	 本研究で用いる用語の定義 
 
図 1	 WWOOF の仕組み 
 
1.4 WWOOF に関する既往研究の整理 
	 これまでの WWOOF に関する研究は，ゲストが
日々の生活圏を離れて農家に滞在するという共通
点から，WWOOF と農家民宿を比較して論じてい





















究は歴史が浅く，WWOOF Japan 代表の Burns によ
る，WWOOF 利用者の属性および滞在活動の全体
傾向を論じたものに留まる（Burns，Kondo 2015，


















W W O O F登録を行い、食事と宿泊場所を提供する人お
よび団体。W W O O Ferの受け入れ先。
W W O O Fer
W W O O F登録を行い、W W O O F体験をする人。作業を提
供する人。海外から日本に訪れるW W O O Ferを「訪日
W W O O Fer」とする。













	 第 2 章では，第１の研究目的である，全国の
WWOOF 利用者と地域との関わりの全体像の把握
することを目的とする。WWOOF を活用する 171 の
ホストのホームページ及びブログ等のレビューを
行った。第二に，レビューで得た着眼点を基に，
WWOOF を利用した訪日外国人と，同 171 のホス
トを対象に Web アンケートを行った。ここから先
進事例を抽出した。 




WWOOFer として参与観察（各事例約 2 週間）とヒ
アリング調査を行った。 



















全国の全 439 人のホストの中で，2016 年時点で 





のか，の 4 点を整理した。 
ホストの活動内容については，本業に加えて，地







































W W O O Ferの
関わり
本業および地域活動へのW W O O Ferの関わり方
1 ①自己ビジネスマンパワー活用 農業 × ー ー マンパワー（草刈り、収穫）
2 ②自己ビジネススキル活用 英語教室 ○ 商店街の活性化プロジェクトへの参加 × マンパワー（おむつ替え、掃除）、スキル（幼児との英会話）
3 ③地域活動マンパワー活用 農業 ○ マルシェへの出店 〇 マンパワー（草刈り、瓶詰め、マルシェでの販売）
4 ④地域活動スキル活用 飲食業、農業 ○ 不定期での料理教室開催 〇 マンパワー（接客、皿洗い）、スキル（料理教室での母国料理指導）
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図 2	 ホストの WWOOF 活動と WWOOFer 活用傾向類型 
 
2.2 全国の WWOOF 利用者の地域との関わり状況 
前節で明らかにした傾向および地域との関わり
を確認するために，WWOOF を利用した訪日外国
人および，上記の 171 人のホストを対象に Web ア
ンケートを実施した（表 3, 4 参照）。 
 
表 3	 ホストに対する質問事項 
 















































・活動内容を定期的に HP や FB 等インターネット
上で配信している。 
上記条件から，岐阜県下呂市馬瀬地域を調査対象
地とし，同地域の２ヶ所のホスト，A 氏および B 夫
妻を調査対象とした。A 氏がマンパワー活用型であ




















































重複した訪日 WWOOFer は 1 回目が 2 人，2 回目が
1 人であった。B 夫妻の元では重複した 2 人の訪日







果，ホスト 2 人，WWOOFer7 人，かつて WWOOF
でホストを訪れ再訪した訪日外国人（WWOOFer 経
験者）3 人，下呂市内地域住民 21 人，地域活動関
係者（6）3 人から話を聞くことができた。 
 
3.3 ホスト A 氏の元での WWOOFer の活動と地域と
の関わり 
（１）	イベント非開催期（通常時） 
イベント非開催期における, A 氏 WWOOFer 滞在お
よび活動内容,並びに地域との関わりを, 図 3 に整
理した。 
ⅰ）A 氏の WWOOFer の滞在および活動内容 







ⅱ）A 氏の WWOOFer と地域の関わり 













に地域との関わりを,図 4 に整理した。 
ⅰ）A 氏の WWOOFer の活動 






















	 通常時に見られた地域住民が WWOOFer の活動
している場を訪れる形もしくは，公民館など公の場




3.4 ホスト B 夫妻の元での WWOOFer の活動と地域
との関わり 
	 B 夫妻の元での WWOOFer 滞在および活動内容, 
並びに地域との関わりを, 図 5 に整理した。 
ⅰ）B 夫妻の WWOOFer の滞在および活動内容 
WWOOFer の滞在に関しては，ホスト B 夫妻が
用意する WWOOFer 専用の家屋「WWOOFer ハウ
ス」に宿泊し，ハウスの定員を超えた場合，一部の








ⅱ）B 夫妻の WWOOFer と地域の関わり 




図 3	 A 氏の WWOOFer 通常時ログマップ 
































夫妻が過去に行った WWOOFer の派遣は 10 件確認







































4.1  B 夫妻の訪日外国人活用の変遷 
作業対価型滞在システムを独自の工夫を凝らし， 
地域と WWOOFer の多様な関わりを生んだホスト
表 7	 B 夫妻が過去に行った WWOOFer の派遣	 	 	 	 	 	 	 	  
派遣タイプ 地域所属 課題／資源 派遣されたWWOOFer 内容 返礼 WWOOFerとの交流からの発展








日本語話者 オートキャンプ場の運営 野菜、食事、宿 来年WWOOFホスト登録予定
ア、イ 目が不自由で掃除不可 長身 喫茶店の掃除（天井付近）










ア 国際交流を体験したい 授業 高校とフランスのスカイプ交流事業開催予定



















































図 6	 B 夫妻の訪日外国人活用の変遷と各アクターに求められると想定される要素 
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(5)A 氏が地域住民と企画した 2016 年初めての試みアー




トのアート WS が行われていた。 
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